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【問題と目的】 

本発表では，ニュー・マテリアリズム（Coole & Frost, 2010）の立場から発達概念の再考を試みる。

近年，非人間と人間，物と言説，理論と実践などの二元論を克服して社会的実践の分析を行うポスト

質的研究の理論が，ニュー・マテリアリズムから提起されている（Jackson & Mazzei, 2012）。そこでは，

社会構築主義による言語的転回の意義を認めつつ，物の意義を再確認し，出来事の中で人間とマルチ・

モーダルな物が直接相互依存していることが注目される（Coole & Frost, 2010）。ポスト質的研究では，

データを客観，研究者を主観として区別する二元論が回避され，研究者がデータに自身を差し込み，

新しい知識を生じさせる（Jackson & Mazzei, 2012）。本研究では，楠見（2019）の研究（「お金の支払

い学習における中度知的障害生徒の学習過程と教師のフィードバック：社会文化的アプローチから」

『発達心理学研究』30, 101-112）をデータとし，子どもの学習を再分析する。 

【方法】 

楠見（2019）の研究における方法，結果，考察に対する回折的分析を行う。回折的分析では，研究

者が自身をデータと関連づけることで生じる際の効果を検討する（Barad, 2007）。例えば，Lenz Taguchi

（2012）の研究では，構築主義の立場から書かれたインタビューデータにおける人間と物の関係を，物

と人間を対称的に捉えるニュー・マテリアリズムの立場から再分析し，理論と実践が再考されている。

筆者はこの方法に倣い，楠見（2019）の研究において社会文化的アプローチの立場から分析された子

どもと物の関係を，ニュー・マテリアリズムの立場から回折的に分析し直すことで，子どもの学習の

捉え方がどのように変化するかを検討する。 

【結果】 

ポスト質的研究では，データは研究者の外部に固定的に存在するものではなく，研究者が関わるこ

とで複数の異なる知識が生じる未完結なデータとみなされる（Lenz Taguchi, 2010）。本研究で筆者が自

身を差し込むデータ（楠見, 2019）では次のように分析がなされている。研究の参加者は生徒 A，B，C

と 1名の教師であり，4名は，教師が示した商品の値段の「ちょっと上」の硬貨を支払うという課題に

おいて，言語や視線や物の受け渡しを通して相互行為している。物は上記の相互行為の中で生徒 A に

とって意味ある表象として解釈され，学習を促したり制限したりしている。ここでは，人間を媒介さ

れた主体とみなし，人間と物を還元不可能な集合と捉える社会文化的アプローチの立場が採用されて

いる（楠見, 2018; Wertsch, Tulviste, & Hagstrom, 1993）。このような立場から，楠見（2019）の研究では，

学習は子どもが自ら考えて正答を出すようになる過程として解釈されている。 

これに対して，ニュー・マテリアリズムの観点からは，物が人間にとって意味のある道具として表

象されなくとも，人間と非人間は複合体（assemblages）としてその時々に結びついたり離れたりして

いるとみなされる（Barad, 2007）。このことに注目してデータを読むと，生徒 Aは物との不調和な関係

からマルチ・モーダルな物との安定した相互依存関係に移行していることが明らかとなる。初期の状

態では，生徒 Aは硬貨やその他の物と一緒に活動することが少ない。ここから，授業は，生徒 Aと硬

貨，トレイ，電卓，絵カード，青・黄・赤の付箋，他の生徒と教師，介護等体験の学生，自身の心理

状態が関りながら展開され，生徒 Aはそれらと調和的な関係を取るようになっている。 

【結論】 

社会文化的アプローチでは，孤立した子どもの能力を評価する還元論を批判することで，個々の子

どもの多様な文化的発達に注目することを可能にしている（Wertsch, 1991）。しかし，文化的発達に注

目することによって発達の視点は理性的な人間になる筋道に限定される（Taylor & Ivinson, 2013）。こ

れに対して回折的分析からは，教室内外や個人内外のマルチ・モーダルな物との調和的な関係が形成

される過程で，子どもが現在とは異なる複合体となっていく生成変化が捉えられる（Lenz Taguchi, 

2011）。このような生成変化は予め目的語を取らないオープンエンドである（Hikey-Moody, Palmer, & 

Sayers, 2020）。ニュー・マテリアリズムは，尺度や観点を予め設定して子ども評価することから離れ，

子どもの多様でダイナミックな発達の筋道を捉える視点を研究者や研究の読者に提供する意義がある。 


